
「

三保半島は世界的に珍しい砂し

出典：視覚でとらえるフォトサイエンス地学図録 P88

沿岸流によって運ばれた
土砂が堆積してできた

くちばし形の地形

海岸浸食が起こっている

持続可能な海岸保全
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・三保半島海岸の礫はほとんどが堆積岩

・安倍川河口, 大井川河口と礫種分布が類似
・安倍川支流（中河内川）・三保半島で

蛇紋岩を確認（大井川では見られない）

蛇紋岩
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1～10 ：三保半島

19 ：大井川河口

16 ：中河内川（支流）

14～18 ：安倍川

11,12 ：久能山下海岸

20 ：富士川河口

21 ：狩野川中・下流域

13 ：安倍川河口

15 ：藁科川（支流）
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黒色頁岩

三保半島は 由来の礫で形成されている

黒色頁岩の砕屑は と関係がある

・岩石同定が正確か検証

岩石薄片標本 作成・検鏡

・三保半島の鉛直方向の礫種分布調査

持続可能な海岸保全
を検討

礫種分布調査と同様の方法で礫を選定

（約100個）

長径・中径・短径を測定

扁平率を算出 黒色頁岩の扁平率推移に特徴があった
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